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大 3年 3月 第三高等学校三部卒業
大 7年11月 京都帝国大学医科大学卒業











昭24年 5月 京都帝国大学評議員併任 (至昭28
年12月)





あお やぎ やす まさ
青 柳 安 誠
こん どう えい L
近 藤 鋭 矢





大 9年 6月 第七高等学校造士館卒業
大13年 6月 京都帝国大学医学部医学科卒業
昭13年 5月 京都帝国大学医学部教授就任


















































































































大 9年 7月 第七高等学校第三部卒業
大13年 6月 京都帝国大学医学部医学科卒業
昭20年 7月 京都帝国大学医学部教授就任
昭29年 4月 京都大学結核研究所長併任 (至昭
29年10月)




やま もと とL ひら



























Jrが い ひで J


































































































































ない とう ます か･ず





















務代理併任 し (昭42年 6月 7日至
同年 6月17日)























































































































/A.Lか いL ちゆう ぞう























































































































































































































































































長石忠三 ･長沢直幸 ･山下政行 ･岡田慶夫 ･





京大胸部研紀要 第15巻 第 1,2号
















































































志 ･人見滋樹 ･甲斐隆義共著 :｢胸部の異 常 陰





















































































































































































































行き方を高 く評価 していたが,この形が正 しい



































































周 介 明治45年 3月8日生
- 19-
本籍地 京都府
現住所 京都市左京区田中春菜町 9の 5
(mO75-781-6919)


















































































つズ_ さ,I). い ち ろう































































































































まえ かわ のぷ お

















































































































さ がわ いち ろう
























で した｡全 くよく実現 したものと関係者の努力
に敬服 しています｡
当時の所員の顔触れは紹介するまでもありま
せんが成立当時は旧耳鼻科外来診療室とか医学
部附属病院の旧病室を借用 し,会計上は収入金
京大胸部研紀要 第15巻 第1,2号
京都府
京都市左京区吉田中大路町31
(凪075-751-0015)
第三高等学校卒業
京都帝国大学医学部医学科卒業
京都大学教授 (結核研究所)就任
金沢大学医学部教授就任
停年退官
支弁という制約があり,そのため治療に重点が
おかれ予防面には理解を得難かったことなど忘
れられない想い出があります｡
岩井教授は元来消化器病診断の熟練者であり
ましたが反転,献身的な診療を行われ収入面で
寄与され,また長石助教授は耳鼻科専攻で した
が鮮やかに外科に転向され,青柳教授の庇護の
下,才気溢れる外科療法を開発されたのは忘れ
ることはできません｡
その後化学療法の進歩により結核症は激減 し
国立の結核療養所は相ついで看板を塗 りかえ,
研究上魅力が乏 しくなり,本学の結研 も名称を
変更されたので しょう｡
今後研究所はどのように進むべきでしょうか,
色々の考え方があると思いますが,医学部附属
病院の分院化に堕することなく,大学付置研究
所としての特色を生かし広 く門戸を開放 し人材
を求め,あ くまで専門に徹 し,実力をつけるこ
とが大をなす道ではないかと考えています｡
研究所各位のご精進を祈るや切なるものがあ
ります｡
